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ゆりのき台で見かけた花の記録。

コノテガシワ (裸子樹勿マ珈] ヒノキロ ヒノキ科 コノテガシワ属)

風に頼つて仲間を増やす戦略に成功したォ麟勿。 |■11 fl―

りのエネルギーを節約できそうな
気が

｀
する。

私にとっては、その他大勢

"労
画勿

だつた。ムシ探しに気を使うように

なつてから、遠慮がちに咲く小さな

「花」の存在を知つた。ムシに注目

させるための花とは違った趣があ

る。   ← 雌花序 2023/〃8.八千代・ゆりのき台5 ,lj:R架

なにをかくそう私はソクラテスぐらい偉いのかもし才1

ない。この偉大な先人が「不知の自覚」ということを述べたということを知る前ナ)ヽ
,1)、

オレはモノを知らないと自覚していたからである。特 {こオ酔泳ル名前なんざ自慢シナ ロウ
ケ ドまるで知らない。この写真σ丼画勿も知らなかったが、名前の由来だという果の特徴
から害」と簡単に図鑑で見つけられた。漢字では「児の手柏」と書く。
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■スモス 裸静酵勿藁正双子葉類キクロキ舛斗キク亜科コスモヌ属)

□ :舗圃 〕車を入事してまずIり帥をしたのが「養老林道」。房総半島の東京湾イ員|から薇名
渓谷あたりまで糸売く。ノ」ヽ)難失i劃馬立駅近くから始まる。走り始めてまもなく、コス [′
の一―叢が見えた。花をつけた長い茎が道の中ほどにまで伸びている。スビー ドダウンt_

て静かによけて通り過ぎた。免許取り立てで振り返る余俗はなかったが、イf」輪か散
=上

′
, たかもしれない。

山口百恵に 1秋桜|と

いう歌があった。タイト

ノИまコスモスと読まヒ」る

ようだ力ヽ 国語辞善
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「あきざくら |。

俳人の「秋櫻子 ||・t

「しゅうおうし,|ゃ

ユリノキ 。風の便り 74

ラヾ (破了オ耐″1真フ又子葉類、バラ類マメ類バラロバラ科バ勤封

← 2023/8/8.
―>2024/7/15,
八千代・
ゆりのき台5.

虫の力をかり

る作戦の植物。

「花」は様々な
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色が現れた。結果として人間に目をつけられると、本来の役日とは関係なくいじく
りt~rわされる。人間に大切に扱われること、というのも遺伝子に組み込まれているのだ
/,う わ`。その一一つであろう小型のバラを咲かせるお宅が近所にある。バラを無事に育て
るの|ま手間がかかると聞いた。このお宅の植込みは、さりげなくそしてほどよく手入れ
さ|と こいる。今年も小さなバラが、私ばかりでなく、通リカ功 る`人たちに今日も佳い日
|、 1:し ~1気分|こ させてくねる́。

|lillし |、いた小さ松バラで、寂しかつた庭も心も明るくなつたと、マイク興木が目欠っ

' にこの歌も山L]百恵の「秋桜_|も作詞家つてすごいなあと思けつせてくれる。
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ラ (破 了4山勿門双子菊酬郷岡バラ亜綱ノじロバラ科サクラ亜科サクラ属)

桜は見上げるものと承知している。近ごろはドローンが上から見せてくれる。
F左の写真は八千代中央駅に隣接する糸剥也の桜で、目の高さで見ることが出来て、私
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湖踊輌Cあ つた。サクラは、ワッと咲いてサッと散ってそ(が1歎の枝も」:意の花びらも見

き」|′ くねくて好ましい、,しかしウッスラボーつとしか写せないのでカメラは向けない。
ir前[周べは、本岸で開いた本で不鼓頁の多さと、そのどれも同じに見えるのでとうの昔
ル)きらめた。モういうわけで、淡いピンクならソメイヨシノ、下右写真のように白い
111本オシマザクス そのほか 2)はどれも「サクラ」と呼ぶことにしている。

2024/4/6.八千代 ,「童田第 1緑地」
彰
~ 2024/4/12.「八1干イ式重財蔚3」

メ

|

2023/10/18.
「八千代市立雪田中学校 |

コ スモ ス を離 れ し蝶 に籍 深 し ォ原秋櫻子

1 り
一凛



武内 拝
‐
群|く

風の便 り74号をお送 りします。花シリーズてす。
紅葉狩 りを満喫 したとか。お話しと写真を楽しませていただきました。
生成 AIの回答の分析のお話、興味深く拝読 しました。今は創造できる段階ではな

いということですが、ひと手間加えると、あさってのことと組み合わせて突拍子も
ない発想をする仕組みにできるのでしょうか。そ うなると独立心、反抗心が芽生え
て、命令ばかりする人間に謀叛を企てるようになるのかなあ、などと妄想 します。

11月 分の編集を終えて、さあ新春特別号の仕上げだ、と張り切つて日々を過ごし
ていて、いやまて 1月 の前に 12月 があったのだと気づきました。

日にち1や曜 日にほとんど無関係に暮 らし、先々の分のお便 りの編集をしているせ
いか、今 日が何月の何 日で何曜 日なのか入 り乱れて分からなくなつています。
来月になると西暦も令和も両方数字が変わります。今年の数字をどうやら覚えら

れたとい うのにまた変わるのでは頭の中はしつちやかめっちゃか。ず―っと同じだ
と楽なのにと思います。
新聞のコラムでフラット・アーサーズとぃう言葉を知 りました。見た目重視の人々

のことだそ ぅで、そ ぅぃえば私も、地球がボールのように丸くて、猛烈なスピー ド
で回転 しているとい うことが信 じられません。 どう見たって動いているのは太陽の
方だし、月の方です。海の向こうの新 しい トップに選ばれたお方も私 (フ ラット・
ア~サーズ)の ご同類なのかな、何かあったらなんと言われようと自分第一なのも
似ているし、なんで思ったりしちゃって、年取るとなんでも愉快に思えてきて、新
年も期待でわくわく。   ・

ではまた
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パリ五輪のメダリストで八千代市に縁の深い 2

選手の祝賀パレードがありました。ろ<でもない
スナップしか撮れませんでしたが、こんなカンジ
でした、ということでご寛容|こ c


